
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

下 田 市 男 女 共 同 参 画 情 報 紙 2008.4.18発行 

発行：下田市役所企画財政課 編集協力：男女共同参画社会の実現を目指す市民懇話会 
電話 22－2212 FAX22－3910 メール kikaku@city.shimoda.shizuoka.jp   

ハーモニーに関するご意見やご感想、掲載内容に関するご要望をお待ちしております。 

◎下田市役所企画財政課  〒415-8501 下田市東本郷１丁目5番 18号 

              FAX：0558－22－3910 ﾒｰﾙ：kikaku@city.shimoda.shizuoka.jp 

『ひよこサロン』始まるよ《社会福祉協議会からお知らせ》 

「親子が集まれる場所が欲しい！」「子育ての情報が欲しい！」「子どもを交流させたい！」 

 

これらは、子育てに関する意見交換を行うたびに、多くの皆さんから寄せられた声です。 

社会福祉協議会では、こうした皆さんの声に応えるため新たに『ひよこサロン』を開設します。 

子育て中の保護者の皆さんのご利用をお待ちしています。お気軽にご利用ください。 

 

◆『ひよこサロン』とは？ 

子育て中のお母さん方（保護者）の交流の場、情報交換の場、子ども 

同士の交流の場として自由に遊ぶことができるスペースを提供します。 

 ・開催日  5月から毎月1回、月曜日 10時から12時まで  

 ・場 所  下田市総合福祉会館2階 教養娯楽室（下田市4－1－1） 

 ・対 象  未就学児とその保護者（市外の方もご参加ください） 

 

  

   

利用は無料！ 

《オープン》 

5月12日 オープニングイベント 

      ※親子リトミック体験 

《開催日》 

5月 12日、6月2日、7月 7日 

8月 4日、9月 8日、10月 6日 

11月 10日、12月 8日 

1月 19日、2月2日、3月 2日 

《開催内容（予定）》 

・パネルシアター・エプロンシアター、読み聞かせ 

・手遊び教室・季節の行事 

 など、親子で楽しいひとときを過ごしましょう 

☆ボランティア募集中！！ 

事業のお手伝いをしていただけるボランティアさ

んを募集してます。よろしくお願いします。 

主催：下田市社会福祉協議会 電話0558－22－3294 協力：しもだ子育て応援隊ぽっぽ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「下田市女性の会」は、平成5年 6月に発足。高齢者支援や福祉ボランティア活動、男女共

同参画活動、防災・救急講習などを行い、会員自身の教養の向上を図るとともに、地域福祉の

向上を目指して積極的に活動をしています。 

平成 19 年度は重点事業として県の委託を受け「男女共同参画地域実践活動」に取り組みま

した。この事業では、～男女で取り組む、家事・子育て・高齢者福祉問題への取組み～をテー

マに、様々な事業に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このほかにも、遊・ＶＩＶＡ！などの子育て事業へスタッフとして参加したり、駅での男女共同参画

街頭キャンペーンを実施したり、私たちにできることを私たちのスピードで実施しています。 

これからも私たちは、男女共同参画の実現に向けて、じっくりと事業に取り組みたいと思います。 

                                 （文責：会長 山下） 

『下田市女性の会』～男女共同参画の実現に向けた私たちの活動～ 

【ふれあいサロン事業『地域に久しぶりの笑顔と笑い声』】 

地域で孤立しがちな高齢者の皆さんに地域の集会施設に 

集まってもらい、地域の人たちと交流してもらう場をつ 

くろうという目的で、「ふれあいサロン事業」を開催して 

います。この会では、マッサージや体操、お茶を飲みな 

がらの談話など、ゆったりと楽しい時間を過ごしてもら 

っています。 

 

「ひさしぶりに会ったよ」「いろんな話ができたよ」「楽しい

ねえ」という声を多く聞きました。人口減少や高齢化の進展、

地域コミュニティの低下をひしひしと感じました。これから

は、積極的にふれあいの機会を作っていかなければならない

時代です。地域の人、ボランティアなどが行うこうした手作

り規模の事業を大切に続けていきたいと思います。 

 

【男の料理教室『男子積極的に厨房に入ろう！』】 

女性の社会参画が進む中で夫婦間での役割分担や助け合いが必要になり、 

また高齢化の進行により一人暮らしという心配も高まっています。 

こうしたなかで、女性の会では男性を対象とした料理教室を開催していま 

す。今年で6年目を迎えまし。平成19年度は3回実施、合計65人の方 

の参加がありました。 

この料理教室に続けて参加している方は随分と腕を上げているそうです。 

これからは『男子積極的に厨房に入ろう！』の時代ですね。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               下田市議会議員 田坂 富代さん 
今回紹介するきらり輝いている女性は、下田市議会議員、田坂富代さんです。 

男女共同参画推進の大きな柱として、政策・方針決定過程への女性の参画の促進が求められている中で、

下田市議会で女性議員として活躍している田坂さんにお話しを伺いました。 
 
Ｑ：女性として政治の世界に出るということは、まだまだハードルが高かったと思いますが？ 

「私は特別なハードルとは感じませんでした。私は、すでにかなり進んだ男女平等教 

育を受けてきたからだと思います。でも、一般論として、まだまだ男性社会であり、 

組織や団体をリードしているのは男性ですから、いわゆる『組織票』は得にくいだ 

ろうと感じます。また、いくら手作りといっても、選挙カーなどでかなりお金がか 

かります。子育て中の女性や若い人が出ようとするとやはり大変だと思います。」 

 

Ｑ：女性議員として特に取り組みたい課題はありますか？ 

「私の活動の出発点は『子育て』です。子どもの学校で、施設や教材が不十分だったり、給食の食器の安

全性が危惧され、その改善のために地域の皆さんと行動したとき、アクションを起こせば変えられるこ

とを実感しました。ですから、これからも『子どもの問題』を中心に活動したいと思います。」 

「具体的には『ブックスタート』を実現させたいです。新潟県長岡市で

は、この『ブックスタート』は両親がともに子育てに参加するための

出発点と位置づけて実践しています。議会で提案しましたが、男女共

同参画や子育てを単に言葉として理解するのではなく実践を通して学

んでいくことが大切です。」 ※『ブックスタート』の解説は裏面へ！ 
「もうひとつは、『子育て支援窓口の一体化』です。行政やボランティア団体、専門家などを含めて様々

な情報提供ができるシステムが必要です。ぜひとも、子育てに悩むお母さんたちに的確な情報と支援の

ありかたを示すことができるような体制を作りたいと思います。」 
 
Ｑ：女性の声を市政に反映させるためには、女性議員が増えることが望まれますが？ 

「まず私が頑張らなければと思います。声を出すことで少しずつ変えられることを 

積み重ねていくことでしょう。政治でしか変えられないことがたくさんあります。 

理想は女性と男性が半分ずつになることです。政策決定に女性も関わることが大 

切だと思います。また、女性職員がもっと増えるといいと思います。」 

 

Ｑ：男女共同参画という視点で、今一番求められることはなんでしょうか？ 

「男女共同参画の考え方はかなり進んでいます。反面、現実との『ギャップ』もあります。あまり堅苦し

く考えず、実践を通じて、少しずつ社会を変えていくことでしょう。子どもを産んで育てることを女性

が選択しにくくなっています。子育てに対する不安を抱えている女性は多いですが、一人で悩まないよ

うに、家族や社会、地域がみんなで助け合うことが大切ではないでしょうか。」 

輝いています！ 

【取材後記】 現在 14名の市議会で唯一の女性議員としてご活躍の田坂さん。身近な問題を、自らが「声をあげること」
「行動すること」で少しずつでも変えていきたいという強い思いを感じました。男女共同参画の推進には、男性側の変化だ

けでなく、女性側のチャレンジや意識変革も大切だと思います。 



 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催日 会 場 時 間 タイトル（予定） 

 4月 26日(土) 中央公民館 10：00～15：00 ミニ 遊・ＶＩＶＡ！ 

 5月 24日(土) 中公民館 10：00～15：00 ミニ 遊・ＶＩＶＡ！ 

 6月 7 日(土) サンワーク下田 午前・午後 「まっちゃんコンサート」 

 7月 12日(土) みくらの里 10：00～15：00 ミニ 遊・ＶＩＶＡ！ 

 9月 13日(土) 稲梓基幹集落センター 10：00～15：00 ミニ 遊・ＶＩＶＡ！ 

10月 25日(土) みくらの里 10：00～15：00 ミニ 遊・ＶＩＶＡ！ 

11月 22日(土) 市内小学校 10：00～15：00 イベント＆チャレンジランキング 

12月 13日(土) サンワーク下田 10：00～15：00 ミニ 遊・ＶＩＶＡ！ 

 1月 17日(土) 中央公民館 10：00～15：00 ミニ 遊・ＶＩＶＡ！ 

 2月 14日(土) みくらの里 10：00～15：00 ミニ 遊・ＶＩＶＡ！ 

 3月 7日(土) 須崎漁民会館 10：00～15：00 ミニ 遊・ＶＩＶＡ！ 

 ※会場、日時、内容は変更となる場合がありますので、必ず主催者にお確かめください。 

 

◎問い合わせ、連絡先：「遊・ＶＩＶＡ！」ネットワーク 

 電 話 090－9908－4779《受付時間：午後６時～午後９時》※ご協力お願いします！ 
 メール aso-viva-2003@ｃ.vodafone.ne.jp 

 
 
 
 
 
 

※男女共同参画情報紙「ハーモニー」は、下田市役所ホームページでもご覧いただけます。 
   アドレス  http://www.city.shimoda.shizuoka.jp/  下田市役所（Ｔｏｐ→行政→男女共同参画） 

今年も、毎月1回、下田のどこかで『遊・ＶＩＶＡ！』を開催します！ 

『遊・ＶＩＶＡ』のモットーは、「自分の責任で、自由に遊ぶ！」です。 

 

気軽に来てください！ 自由に遊んでください！ たくさんおしゃべりしてください！ 

ちょっと宿題してください！ そして、みんなで思いっきり楽しんでください！ 

 

『遊・ＶＩＶＡ！』ネットワークからのお知らせ 

◎用語解説「ブックスタート」とは？ 

ブックスタートは、親子が絵本の読み聞かせを通し、あたたかくてたのしい時間をつくることを応援する運動

です。赤ちゃんの体の成長にミルクが必要なように、赤ちゃんのことばと心を育むためには、抱っこの暖かさ

の中で優しく語りかけてもらう時間が大切だといわれています。ブックスタートは、肌のぬくもりを感じなが

らことばと心を通わす、そのかけがえのないひとときを「絵本」を介して持つことが目的です。 

★「遊・ＶＩＶＡ！」といえば・・・ 

＊入場料 大人・子ども一律100円 

     （2歳以上、保険料＋材料費） 

＊持ち物 遊・ＶＩＶＡセット 

    （上履き、靴入れ、水筒、手提げ） 

    ・一日遊ぶ人は、弁当、シート 

＊駐車場 原則ありません 

「遊・ＶＩＶＡ！」は、企画・準備から当日

の運営まですべてボランティアで運営してい

ます。一人でも多くのスタッフが必要です。 

ご協力いただけるスタッフの方を募集中！ 

あなたも参加してみませんか？ 

お気軽に声をかけてください。 


